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１. はじめに
　経財政界を中心に、グローバリズムの理念が浸透
しつつある昨今、都市化、情報化、国際化などによっ
て日本が国際社会における急激な変化を受け、人々
の価値観や生活様式が多様化してきている。また現
在の日本社会では、人間関係の希薄化が進行し、地
域における地縁的な繋がりが減少する一方、過度に
経済性や効率性を重視する傾向が増し、大人が優先
される社会情勢となりつつある。
　こうした時代背景に伴い、我が国の子育て及び幼
児教育にも大人の価値観で子どもを見る傾向が多く
見受けられる。具体的には早期から習い事や塾など
に通わせるなど、子育てをより専門的に担える家庭
外に委託する傾向が見られる。また幼児教育界にお
いては、保育者があらかじめ設定した計画や保育に
子どもを合わせる実践や、既成プログラムを計画通
りに行うだけの実践報告が多く見受けられる。
　これは、我が国の先行きに対する不安が募ること
により、現代社会において、すぐにでも使える能力
を親世代だけに限らず、社会全体が要求するように
なったからではないかと考える。しかしすぐに使え
る能力は、目の前のことに対して光を注ぐことは出
来ても、長い人生を生きていく基礎的な力にはなり
にくい。
　むしろ幼少期は個々の子どもがそれぞれに持つ興
味・関心事にじっくり取り組むことで、将来自分が
生きていく道筋を形成する唯一の時期であると考え
る。また教育基本法第11条にも記載されているよ
うに「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基
礎を培う重要なものである」ことからも幼児期の子
どもの育ちには各々が自由に自らの関心事に時間的
余裕を持ちながら取り組む保育が本来あるべき姿な
のではないかと思われる。
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２．本論の目的と内容
　本論では、こうした本来あるべき保育の在り方を
再確認しながら、将来現場に立つ保育者としてより
専門的見地と子どもの発達の構造を如何に保育者養
成校で教授していくことが望ましいかを追求してい
くことを目的としている。
　具体的には実践系の授業を通して、保育者を志す
学生に「子どもの遊びを通して多面的に育ちを見守
るこれからの保育者の在り方」に気づくような実践
についての検証を行う。学生には「子どもの発達の
流れ」、「保育における意図」を学習することをテー
マとして与える。そして基礎的な段階である観察実
習によって得た知識・技能を記録等から読み取り、
理論的見地から考察していく授業を展開している。
こうした流れの中から学生自らが他の実習などの経
験を通して子どもを多面的に見る視野の広がりを持
つきっかけを与えている。
　また、本論ではこうした取り組みについて、単に
１つの授業実践から指し示す一元的な試みではな
く、今後の社会状況との関連から、求められる子ど
も像とその育ちを保障する保育者の資質を追求して
いる点にもその意義を求めている。またその為に保
育科としての教員間の意識の共有およびカリキュラ
ム構成、そして外部の教育機関との連携を深めるた
めの実践講座などの開設という、組織的な要素を含
めた取り組みを構造的に明らかにするという試みに
も独自性があると考えている。
　本論ではこうした総合的な取り組みによって今後
必要とされる保育者としての資質を改善していく為
の保育者養成内部、および外部機関との連係構造を
示した上で、実践系の授業内容を学生のコメント記
録なども考慮しながら、これからの保育者に必要な
子どもの見方を広げる試みについて検討する。
３．これからの子どもたちに求められる力とは
　ここ数十年、大人の視点から見た子どもの育ちを
重視してきた保育がここ数年の間、徐々に変化の兆
しを見せている。そのきっかけとして挙げられるの
が経済協力開発機構（以下、OECD）が2010年に
発表した、経済的・社会的発展を促すマンパワー育
成に革新をもたらすスキルの導入を図ったことであ
る。OECD の求める人材の育成には、これまでの
知識を単に教授していく既存のシステムを刷新し、
新たに個々人が社会・経済を発展させていく新たな
スキルの習得が存在している１）。具体的には、まず
知識習得に際し、その内容とその知識を得るための
手法を学ぶスキル、次に個々人が持つ行動的・社会
的スキルの習得がある。これはリーダーシップや忍
耐力、協調性、コミュニケーション能力を示してい
る。最後に思考力と創造性である。これは批判的思
考能力、物事を関連づける思考や想像力などを表す
スキルである２）。こうしたスキル習得を目指した背
景には２つの要因がある。
　第１に、既存の社会システムだけではこれからの
世界経済の発展を望めないという見解が OECD に
あったことである。これまでの機械的な反復作業や
型にはまった知識の習得だけに留まらず、形の決
まっていない独創性を育むことが世界の発展に繋が
るという判断から自ら考え行動する自主性を求めた
と考えられる。
　第２に、OECD がこうした人材育成方針を発表す
る以前、本部があるフランスでは2005年の教育基本
法改訂によって、生徒の就学を成功させるために不
可欠な知識と能力が定義され、2008年以降の学習指
導要領改訂以後、７つの共通基礎（スキル）として
学校教育に導入されていた経緯がある３）。さらに
OECD は経済発展のために能動的社会の構築が不可
欠であり、自ら進んで物事を考える「市民」の育成
が求めている。この「市民」と言う概念もフランス
において民主主義社会に参加する資格を有する人間
の最小単位として一般的な用語となっている。
　画一的な教育を子ども達に施し、教育の合理性を
図ったのは紛れもなく経済グローバル主義であるこ
とは疑う余地はない。しかし皮肉にも今後の世界経
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済の発展を願う OECD によって、教育上の自主性
を与えられた格好となっていることも現状として認
識しなければならない。
　いずれにしてもこうした世界的潮流の影響によ
り、機械的に知識を詰め込みむ教育からの脱却が昨
今見られ始めているのも事実である。2014年12月
23日、文部科学省の諮問機関である中央教育審議会
が現行の大学入試センター試験制度を改め、2020
年から受験生の主体性や多様性や協働性を重視した
試験内容に変更し、記述式などの問題を多くするこ
とで受験生自身に考えさせる試験方式に転換するこ
とを打ち出した。これは学校教育で得た知識を単に
暗記するのではなく、得た知識をどのように各自で
活用するかという知の転換を図ろうとする表れであ
ろう。今後こうした知の転換を担う重要な発達時期
は紛れもなく幼児期となるはずである。
　従ってこれからの幼児教育は未来を担う今の子ど
もたちに、多様な価値観の中で、自他を信じ、協調
しながら混沌とした中にも明るい未来を見いだせる
力を身につけさせる必要があるのではないか。その
為には人と人との繋がりや自然環境などに対しても
配慮が出来る人材を育成していくことが求められて
いる。
　このようなことから、我が国では、幼児教育段階
から改めて次の世代を生き抜く、新たな子どもの育
成に着手する必要がある。その手懸かりとして子ど
も一人ひとりの育ちを多面的に見守る姿勢が重要に
なってくる。またそれと同時に幼児期は、必要な遊
びを通して個々の子ども達が様々なことを自分たち
で考えて行動できる保育の在り方を模索していく時
期でもあると考える。
　こうした、今後求められる子ども像に対応するた
めに本学保育科では、保育者としての資格を有する
人材育成の柱として「子どもの発達を流れで把握す
ること」と見守るための「保育の意図」を見いだせ
る保育者の養成に日々取り組んでいる。
　以下ではこうした保育の在り方を保育者養成校で
共通意識として共有するための取り組みと、社会貢
献として行っている外部機関との勉強会などを通し
た共通理解の場を設けているその実態を報告する。
４．保育者育成校として内外の連携を
通して創造する保育共同体理念について
４−１：養成校としての社会的使命を広げる取り組み
　本学保育科では単にこれからの子ども達を育成し
ていく為に必要な保育者としての資質を提供してい
るだけではなく、保育現場を考慮した保育実践全体
を改善していくことを保育者養成校としての目的と
定めている。また内部の保育者養成カリキュラムの
編成や、学生に対して保育の現場で必要とされてい
る資質を育むだけではなく、実習生や卒業した学生
がそれぞれの保育現場において円滑に保育が出来る
よう、本学保育科と現場の保育者との連携を深める
ための勉強会や実践講座を行っている。
　単なる保育に関する有資格者を毎年養成するだけ
ではなく、社会的要請から求められる子ども像に答
える保育の質を保障するとともに、その理念を保育
実践の改善に置きながら現場の保育者ともその意識
を共有することで養成校と保育現場を中心とした保
育に関する共通意識を持つ共同体の形成を目指して
いる。
４−２：学生の学びを支える３つの支点
　こうした保育共同体形成の根幹には保育科内部に
学生の学びを支えるための３つの支点がある。それ
はまず第１に、学生の保育者に対する心情や意欲を
大切にすることである。本来子どもが好きなだけで
は保育はできないにしても、好きでなければ保育者
を目指すことは難しい。「好きこそものの上手なれ」
とよく言われるが、そうした気持ちが困難を乗り越
えさせ、努力を続けさせると考える。何故なら保育
を好きであり続けさせる気持ちを萎えさせるような
実習であっては何のための養成なのか意味がなくな
るからである４）。
　第２は、実習担当者は勿論のこと、保育科の全教
職員が可能な限り、保育実践に興味をもってかかわ
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るようにすることである。というのも、学生は具体
的な実践や子どもの姿には興味を示すが、抽象的な
話には退屈さを感じやすい傾向が年々増加してい
る。したがって教員が実践的な話や具体的な子ども
の話ができなければ、学生に説得力のある授業を展
開することは難しいばかりか、学生の疑問に応え、
子どもの姿や保育者の役割について理解してもらう
ことも難しくなる。さらに教員自身が保育実践への
かかわりをもたなければ、学生は養成校での授業と
保育現場との間のギャップに悩まされることにも繋
がる可能性が高くなる５）。
　学生の学びを支える第３の支点は、上記第２の支
点でも述べたが、現場とのギャップを解消するため
に保育現場との連携を図ることにある。養成校と保
育現場との関係ができていれば、それだけ学生の実
習は好意的に受け入れられることが多くなる。また
実習園が養成校に対して好意的であれば、学生も自
分の長所を発揮しやすくなることは容易に考えられ
る６）。
　またこの第３の支点には、学生の就職へとも繋が
り、そこでの評判が他の園にも広まることによっ
て、本学保育科の学生を直に指名してくる幼稚園や
保育園も少しずつではあるが増加傾向にある。本学
のように県内の各地から入学し、卒業後はまた地域
に戻っていくことを考えると地域の保育現場との連
携は必要不可欠と言ってもよいであろう。
４−３：養成校としての理念を中心に広がる協働
　こうした３つの支点を元に本学保育科では、主に
実習関連科目を中心とした独自のカリキュラムを編
成している。まず有資格者を輩出するための授業構
成及び専門教員の配置という単純な構造から脱却
し、実習系の授業を中心に複数教科・複数担任制の
導入を実施している。
　具体的にはまず実習関連科目である「保育実習」
や「教育実習」を毎週の授業時間割の中に組み込む
ことによって常に実習のことを意識させた授業環境
を作り出している。また１つの教科を複数の教員が
担当する意味として、例えば保育内容・表現という
授業では美術の専門教員と音楽の専門教員がそれぞ
れ半分ずつの授業回数を担当している。これは単に
それぞれの専門分野を教えるのではなく、専門分野
を通して保育を教える必要がある為である。つまり
音楽や美術といった、人類が作り上げた既存の文化
を通して子どもの発達を見ることが新たな視点を発
見するきっかけになるのである。
　こうした教授法の視点は個々の教員の専門分野か
らの努力だけでは十分に成しえることは難しい。
　そこで本学附属幼稚園の保育者、子育て支援の支
援員、本学科教員、そして外部保育者を含めた勉強
会を行うことを通して保育に関する共通理解を設け
る機会を作っている。この勉強会は毎回テーマを変
えて行われているが、一貫して共通している理念が
ある。それは、「子どもの遊びを通して多面的に育
ちを見守るこれからの保育者の在り方」である。
　こうした理念を元に現場の保育者から様々なアド
バイスや意見交換を行うことを重ねていくことで、
個々の専門性からどのように保育にアプローチする
べきかが見えてくるきっかけを与えている。
　こうした養成校内外を通して連携することで実習
系の授業では、「子どもの発達の流れ」、「保育にお
ける意図」をテーマとして、保育者を目指す学生の
持つ子どもに対する見方を広げる実践を展開してい
る。こうした一連の取り組みには、共通認識をもつ
保育者との連携を事前に取ることで、学生が実習先
と学校で学ぶことを頭の中で繋げ、理解しやすい環
境を提供している。これは実習生自身のストレス軽
減に繋がるだけではなく、養成校の教員が学校で教
える知識に現場の意見が反映することで、養成校・
実習生・保育現場の間で保育に関する一定の共通認
識が生まれるのである。これを繰り返していくこと
で地域全体を巻き込んだ保育の共同体の輪が広がっ
ていくと考えられる。以下では実習系の授業におけ
る共通のテーマである「子どもの発達の流れ」「保
育における意図」の内容について検討したい。
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５．子どもを中心に見る為の保育者の専門性
　先述したように、今日の社会状況の変化に伴い、
これからの社会ですぐにでも使える能力を親世代だ
けに限らず、社会全体が要求しているこうした要因は、
大人社会における大人の主観から子どもを見ている
為に生じる現象にある。しかし保育は、子どもの育ち
を考察の中心に置かなければならい。従って子どもを
どう見るのか、そのきっかけを子どもの発達に求め、
それぞれの環境の作り方やかかわり方のプロセスを
考える必要が保育者に今求められている７） 。
５−１：子どもの発達の流れを理解する
　子どもの発達を線で理解することはこれまで以上
に保育者養成にとって重要になってきている。とい
うのも、子育て支援の必要性が強調されている今日、
保育者に求められることは、子どもの過去・現在・
未来といった発達の流れを１つの線として見ていく
ことで、保育者の中の子ども理解が深められていく
と共に、それは保護者支援にも繋がっていくからで
ある。
　何故なら親の子育てに関する不安は、現在の姿に
だけ目を奪われ、以前の姿と比べたり、これからの
発達の見通しをもてないことに原因していることが
多い為である。これは地域住民との繋がりの希薄化
や核家族化が進んだことにより、複数の目で子ども
を見ることが出来なくなった今の時勢も影響してい
ると考えられる。そうした親に、現在の姿だけしか
伝えられないことになると不安は軽減されない。発
達の流れの中に現在の姿を位置づけ、それ以前の姿
との違いを説明し、さらには今後の見通しを伝えら
れなければ保育者の役割は果たせないであろう。そ
こで授業において、学生の実習経験を生かしながら、
学生が子どもの発達を線で理解できるように試みを
続けている８）。
　具体的には、事例発表をさせる時、その現場を目
撃する前の子どもの様子であったり、事例後の子ど
もとのやりとりを思い起こさせることで近い過去・
未来における子どもの姿に気づかせるような授業作
りを行っている。
５−２：保育における意図を知る
　保育は言うまでもなく意図的な営みである。従っ
て子どもを単に遊ばせておけばよいのではなく、ま
た大人からの一方的な解釈だけで子どもを保育する
ものでもない。保育における意図とは、子どもの様
子を注意深く観察でき、育ちの違いによって関わり
を変えることの出来る保育者の願いを子どもと共に
実現していく営みである。何故なら保育目標には、
概して「〜ができる」のような到達目標ではなく、「〜
に興味をもつ」「〜を楽しむ」のような方向目標で
あることが多いからである。これは、いわゆる「心
情、意欲、態度」を重視するものの類であることが
分かる９）。
　保育者は子どもたちの生活や遊びを観察して個別
に育っているものを確認しなければならない。ここ
に保育の難しさがあるのだが、その時点での姿だけ
を見ていたのでは保育にはなり得ない。そこで必要
になるのが前述した子どもの発達の流れの理解であ
る。例えば、かかわる子どもの過去を振り返ること
で、その子どものが現在抱えている悩みのきっかけ
を知ることが出来る。また、なぜ現在の状態を招い
たのかを論理的に説明できる情報を得ることも出来
る。さらに未来を見据えることで、現在の子どもの
状態を改善し、良き方向に導く道しるべを見出すこ
とも出来る。これを具体的な保育内容に置き換える
ことで保育の意図に繋がっていくのである。
６．学生の子どもに対する視野を広げる授業
内容とその実践
　これまで明らかにしてきた「子どもの遊びを通し
て多面的に育ちを見守るこれからの保育者の在り
方」をこれからの保育の理念として掲げ、「子ども
の発達の流れ」と「保育における意図」についての
解釈について明らかにしてきた。以下では、この２
つのテーマを元に実践している実習系の授業におい
てどのように学生が理解しているか検討してみた
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い。対象科目は幼稚園免許２種免許状取得に係る教
育実習Ⅰ、Ⅱと教職実践演習とする。
６−１：実践系の授業内容とその目標
　対象教科科目となる教育実習Ⅰは1年次通年科目
として位置づけられ、３日間の観察実習を含んだ科
目となっている。次に教育実習Ⅱは教育実習Ⅰの単
位を取得した２年次の学生が履修できる科目であ
り、5月と10月の10日間ずつの実習を含んだ授業で
ある。最後に教職実践演習は２年次後学期に設けら
れ、資格所得の集大成として総合的な見地から実践
的な保育についての知識を得る科目となっている。
（1）教育実習Ⅰ
　5月から9月にかけて、各自３日間の観察実習を
附属幼稚園で行い、その際、日誌に書かれたエピソー
ド記録について別紙に写したものを１年間かけて読
み込んでいく。以下は主な教科目標である。
目標：実習生の記録から、自分の視点、保育者
の視点の違いを明らかにしながら、実習生の視
点を保育者の視点に近づけていく（視野を広げ
る）ことをテーマに、複数の視点や見解がある
事に気づかせる。
　上記の目標以外に教育実習Ⅰでは、前述した学生
の学びを支える第１の支点である、「学生の保育者
に対する心情や意欲を大切にすること」に重点を置
いている。実習上で注意しなければならない事項は
入念に指導するが、概して学生が保育者になる上で
子どもが好きで、関わる仕事も好きでいられるよう
配慮している。
（2）教育実習Ⅱ
　5月と10月に分けて10日間ずつ実習を行う中で、
「園の方針や流れ」を把握すると共に「5月と10月
での子どもの育ち」の違いを実感しながら、子ども
の発達・成長に合わせた計画の作り方やかかわり方
を学ぶ。以下は主な目標である。
目標：実習先の園の方針を調べ、実習に行くた
めの準備全般を指導していく基礎的な授業形態
に加えて、教育実習Ⅰで学んだ子どもを見る多
角的な視点をもとに「子どもの発達の流れ」、「保
育における意図」を考えられる意識付けを5月
の実習前後で行っていく。10月の実習前後では、
5月と10月における子どもの育ちの違いを認識
させ、育ちの継続性を連想させながら、保育計
画や子どもへのかかわり方を考えさせる。
　10月の実習終了後は、「責任実習」「記録の意味」
等、実習に関連したテーマを設定し、実習先が違う
グループを作り、各テーマについて、ディスカッショ
ンとプレゼンテーションを行っている。
目標①：実習での気づきや学びを他の園に実習
に行った仲間と話し合うことにより、実習での
気づきなどを再確認し、学びの場を設ける。
→自分の保育を客観的に見る視点の構築
目標②：話合いを通して学んだことを各自の
ノートに書き写しながら学んでいく過程に他者
との協働や、コミュニケーション能力向上を目
的としている。
（3）教職実践演習
　「家庭との連携」「保育者のチームワーク」「子ど
もの遊び」「履修カルテに見る幼稚園教諭になるた
めの課題とは」「保育者に求められるもの」等、保
育者になる上で、課題となるテーマについて、教育
実習Ⅱと同様にグループディスカッションおよびプ
レゼンテーションを行っている。また幼稚園教諭免
許状取得のために履修してきた科目・演習の内容を
改めて見直すことで自己評価の振り返りも行う。
目標：この実践も教育実習Ⅱでのディスカッ
ションと同じ効果が得られる他、幼稚園教諭免
許状取得のための履修カルテを見直すことによ
り、保育者を志してきた自己を客観的にみるこ
とで、自己に対する視野の広がりを持たせる。
　以下では上記３つの授業において、課題として記
録させたものや実習評価などをもとにテーマに沿っ
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た学びが出来ているか等の検証を行う。
６−２：学生の記録などから見られる具体的な学び
事例Ⅰ：実習生 A の場合
教育実習Ⅰ：観察実習（１年次）
実習先：松山東雲短期大学属幼稚園
事例：自分たちで仲直り　５歳児　９月
自由遊びの時間、Y ちゃんがピアノで色々な曲
を弾いていた。私が「すごいね。上手。」と褒
めると、ニコッと笑顔をみせていた。そこに R
君がやってきて「僕も弾けるよ。あ、間違え
たー。」と言い、Y ちゃんが弾き間違えたこと
を少しからかった。すると Y ちゃんは「誰だっ
てまちがえるよ。」と言い返し、怒ってしまった。
私はケンカになるのかな、と思ったが、自分た
ちの力で切り抜けて欲しいと思い、何も言わず
様子を見守っていた。すると R 君が「そっか。
先生でも間違えるしね。」と言いながら Y ちゃ
んの方を見ながら面白い顔をして答えた。それ
を見た Y ちゃんが笑いだし、何もなかったよ
うに仲直りをしていた。その後、R 君が「僕に
もピアノ弾かせて」と言うと Y ちゃんはピア
ノの椅子を半分譲ってあげた。
担当保育者のコメント
嬉しい姿ですね。これまでの関係から、友だち
のことを大きく受け止め、許し合う姿も見られ
ています。
実習生Aの感想
年長さんになってくると先生の手を借りずに自
分たちで解決できる事も多くなっているのだと
言うことがわかりました。ケンカになっている
からといって、すぐに間に入って仲介しようと
するのではなく、少し様子を伺う事も必要に
なってくるのだと思いました。
◆教育実習Ⅱ：実習評価票（２年次）についての実
習生Ａの自己評価コメント（一部）
　実習先：A 幼稚園
事例Ⅱ：実習生 B の場合
教育実習Ⅰ：観察実習（１年次）　
実習先：松山東雲短期大学属幼稚園
事例：全部食べたよ！　４歳児　９月
お弁当の時間、R くんがまだお弁当を食べ終え
ていないのに、食べ終えたお友だちのところへ
行ったり、外で遊んでいる子に話しかけたりし
ている姿を見かけました。私は R くんのとこ
ろへ行き、「まだお弁当残っとるけん、食べて
から遊ぼう」と声をかけました。R くんは椅子
に座ってくれたけれど、「もういらん。食べれ
ん」と言ってなかなか食べてくれませんでした。
少し考えて私は、おしゃべりしながらさりげな
く口元へご飯を運ぶと食べてくれました。お弁
当の中身が残り少なくなってきたところに、R
ちゃんが「お姉ちゃん、目つぶっとって」と言っ
たので、目をつぶり、しばらくして「いいよ」
というので目を開けるとお弁当の中身が全部な
くなっていました。「R ちゃん全部食べられた
ね。すごいやん！」というとすごく嬉しそうな
仕草を見せて、担任の先生のところへ空っぽに
なったお弁当を見せに行きました。
評価項目 コメント欄
幼児理解に
ついて
普段自分を求めてくる子とは深
く関わることは出来たが、あま
り人とのかかわりをしない子と
のかかわりが十分ではなかった
ので、残念であった。
指導技術に
ついて
最初の頃は、子どものトラブル
にすぐに仲介に入っていたが、
子どもたちの力で解決できるよ
うな環境作りをすることも大切
だと思い、心掛けた。
自由記述欄
責任実習では、子どもたちの動
線についても考えながら指導案
を作成することができた。子ど
もたちに怪我がないよう安全面
に配慮し、常に子どもたちの様
子が見える位置へ自分が動き、
見守りながら子どもたちと遊び
を楽しむことができた。
132
髙　　洋行・児嶋　雅典
担当保育者のコメント
食べさせて欲しいという気持ちが満たされたこ
とで、今度はお姉ちゃん先生をビックリさせよ
うという思いで、自分から全部食べたのだと思
います。
実習生Bの感想
食べようと声をかけるだけではなく、子どもの
甘えたい気持ちを受け止めることで「今度は自
分からやってみよう」という気持ちになれるの
だと思いました。また出来たことを褒めること
で、さらに自信がつき、手伝わなくても自分か
ら進んで食べられるようになるのではと思いま
した。
◆教育実習Ⅱ：実習評価票 ( ２年次 ) についての実　　
　習生 B の自己評価コメント（一部）
　実習先：松山東雲短期大学属幼稚園
◆教職実践演習（幼稚園 ) での学生発表の内容：テー　
マ「履修カルテにみる幼稚園教諭になる為の課
題（保育技術：ピアノ）について」
◆保育技術（ピアノ）の課題：
①上手に弾けない（主に初心者）
②人前に出ると緊張する（主に中級者）
③子ども達の様子を見て弾けない（主に上級者）
　
　上記の課題からまず「子どもの前でどう弾くか」
ということと「ピアノ（音）と子どもとのかかわり
方」をどのように工夫したらよいかという新たな気
づきが表れている事が分かる。
◆課題に対する要因と気づき：初級〜上級共通
 ・練習不足
要因：状況（実習中に子ども達の前で弾くなど）
を考えて練習していない。
 ・人前で弾く経験不足
要因①：どんなに練習しても実習で上手に弾け　
　　　　ない。
要因②：失敗すると焦る。
　こうした要因と気づきから子どもの発達段階と季
節、または年齢に応じた難易度と季節との関連につ
いての認識不足を感じる発言がみられた。
◆課題に対する要因と気づき：中上級者項目
 ・弾くことは出来たが子ども達を引きつけること
ができなかった。
要因①：弾ききることのみに集中→子どもの歌
詞の理解にまで考えが及ばなかった。
学生コメント①：歌える子だけ歌っていた。１番の
歌詞は知っていたが２番以降は知らなかった事実を
本番の最中に子どもから聞かされた。
学生コメント②：３歳児に初めて聴く曲を披露した
際、曲を歌いきるために子ども達を引っ張っていく
ことに意識過ぎて歌う楽しみを忘れていた。
　こうした気づきから、「子どもに合ったリズムを
索することの大切さ」であったり、「子どもと共に
評価項目 コメント欄
実習目標・
内容に
ついて
子どもたちの関係性や遊びなど、
５月からの変化に注目し、そこか
ら考察することができた。前日の
反省などを生かし、目標を立てる
ことが出来た。
幼児理解に
ついて
ひとりひとりの個性や特徴などを
理解し、それぞれに合わせた声
かけをするよう心掛けた。子ども
の遊びやかかわり方をよく観察
し、それぞれの思いを考慮しなが
らかかわることができた。
指導技術に
ついて
５月の実習よりも、子どもたち
の様子をよく見て声かけをする
ことが出来たが、実習中かかわ
り方が分からず、戸惑ってし
まったことがあった。
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音を共有できていない状況が認識できた」ことなど
が挙げられ、最終的に実習園での子ども達の様子や
発達を理解していないこと（幼児理解の課題）へ繋
がった。
◆原因への対策
◎初級〜上級者共通項目：
◇練習を積み重ねることによって自信を付ける
努力を自分たちで意識することの大切さを再
認識すること。
〔苦手箇所をよく考えて練習することで、徐々
に弾けるようになり、自信がつく〕
◇何よりも挫折を乗り越えて、成長を自ら感じ
ることが大切であるということ。
◇「暗譜する」という意識から「自分のものに
する」という意識を持って練習する。
◇日々の練習に緊張感を持って取り組む
〔友人に聴いてもらったりしながら他者から見
られている経験を増やす〕
〔練習を重ねることにより、緊張がほぐれ、視
野が広がる。それが子どもの様子を見る為の視
野の広さへと繋がる〕
◇曲数を増やす際自分が好きな曲を見つける。
〔自主的に音を使った保育をするきっかけになる〕
◎中上級者項目：
◇単に弾くことを目指すのではなく、「その曲
を弾く意図」を考える。
例）クラス全体を通した発達状況にあった曲、
季節に関連した曲など
◇音楽の授業と実習を通した取り組みを自分た
ちで考える。
◇実習中、担当の先生がゲームをする際にピア
ノを使って楽しませていた状況を見て、自分
　や子ども達が楽しむためのレパートリーを増　　
　やしていく意識を持つようになった。
◇間違えても楽しく弾く意識を持つことを大切
にし、練習を継続するモチベーションと新しい
曲にチャレンジする意識を持つこと。
７．考察
　実習生 A の場合、入学年度において参加した観
察実習において、出会った年長児たちとのかかわり
から、どのような子どもでも最初から最後まで関わ
ることが必要であると思っていたことが、年齢に
よってかかわり方を変え、またそれによって子ども
が育ちの流れに沿って自然と成長していける過程を
知る第一歩となったと考えられる。それが2年次最
後の実習後に記載した自己評価において、それまで
に経験した子どもの育ちの流れをチェックしながら
実習するという、自らの評価基準になっていること
が資料から伺える。これは育ちをその場限りで判断
するのではなく、この場合は5月と10月の実習を通
して、担当したクラス内の子どもたちの育ちの過程
から判断できた結果ではないかと思われる。
　また実習生 B の場合は、子どもの気持ちが満た
された時に、その喜びは、他者である保育者や実習
生に思いがけないものとしてもたらされることを知
り、個々の思いをなるべく汲み取ることで一人ひと
りの個性をより理解でき、深いかかわりが出来るこ
とを２年次の実習で感じ取っていることが伺える。
これは保育者が一方的に自分の要求を子どもに伝え
るのではなく、相手の様子を伺いながら、今ならど
のような方法が相手に受け入れられやすいか、良く
考えて行った対応に、子どもが答えた事例である。
この出来事によって、２年次では幼児理解の評価基
準に、子どもをよく観察し、それぞれの思いを考慮
することが挙げられていると判断出来る。
　さらに教職実践演習でのグループ発表ではピアノ
の技術的な練習不足という視点だけに留まらず、子
どもと共に音を楽しむ意識と曲のレベルによって楽
しく歌える曲と歌えない曲が発達の過程と関連があ
ることに気づいてる様子がうかがえた。これは技術
的な向上のみを目指す音楽の授業ではなく、表現な
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どの領域が学際的に音の領域と横断することによっ
て保育の実践的な活動の場で気づくことの出来る能
力が養われていることが伺える。
８．まとめ
　以上のように、実際の実習上での経験を授業など
で振り返ることを通して、具体的な子どもとのやり
とり、また自らの体験を通した理解を試みる態度は、
自らの子ども観や保育観を相対化する機会となり、
多角的な視野の構築を生み出す要素になると考えら
れる。加えて、相対化されることによって、保育に
おいて社会の変化に関わらず一貫して重視するべき
点についての洞察にもつながっていく可能性も考え
られる。
　それは例えば、子どもの思いを保育者が受け入れ
ることにより、その気持ちに答えるために子どもは
保育者の思いに進んで答えるという保育の醍醐味を
改めて見直すことに繋がっているのではないか。
　また「子どもの遊びを通して多角的に育ちを見守
る保育」には、子どもが園において、自由に自分の
時間やリズムで物事に取り組める環境や仲間を作っ
ていくことに貢献するだけではなく、保育者側にも、
子どもを深く読み取り、かかわることが出来るため、
本来持つべき保育の専門性をも鍛錬できるものであ
ると考える。今後は、ディスカッションなどを取り
入れたアクティブラーニング形式の授業実践の検討
を進めながら、保育学生が子どもの見方の視野を広
げる実践の効果について検証していきたい。
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